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Takahashi, Yoshibumi ed., Reinhold Niebuhr, Christian Realism, and Social 












































































































































































































































　　　～  9 ：30 受付















 9 ：30 ～ 10：00 開会の挨拶と自己紹介
10：00 ～ 10：40 発題者①　堀　　肇
54
10：40 ～ 11：20 発題者②　藤掛　明
11：20 ～ 12：00 発題者③　村上純子
12：00 ～ 13：00 昼食
13：00 ～ 15：00 グループに分かれて話し合い











 9 ：30 ～ 10：00  開会の挨拶と自己紹介
10：00 ～ 10：40 発題者①　藤掛　明
10：40 ～ 11：20 発題者②　堀　　肇
11：20 ～ 12：00 質疑・応答
12：00 ～ 13：00 昼食
13：00 ～ 15：00 グループに分かれて話し合い






































































































































































































































































 1） 福祉の役わり・福祉のこころ 5『生きがいを感じて生きる』日野原重明
（A5判76ページ，2012年10月15日発行）















































































































































































































































































































































えて（How can we start again ? Centurial Vision for Post-disaster Japan）」とい
うテーマで，第一回東日本大震災国際神学シンポジウムが持たれた。これが3
年間を通したテーマとなった。第二回シンポジウムが2013年3月27日に「苦
難に寄り添い前に向かう教会（The Church: Embracing the Sufferers, Moving 
Forward）」をテーマとして持たれ，第三回シンポジウムが 2014年 2月 15


















































































アジア和解クリスチャン・フォーラム（Christian Forum for Reconcilia-













『総合研究所紀要』56号 , pp.45—213, 2013
78
Atsuyoshi Fujiwara, Brian Byrd eds., Post-disaster Theology from Japan: 
How Can We Start Again? Centurial Vision for Post-disaster Japan. 〈A 
Theology of Japan: Monograph Series 6〉 2013年3月1日発行
 2） 第三回東日本大震災国際神学シンポジウム
『総合研究所紀要』58号 , pp.19—170, 2014
Atsuyoshi Fujiwara, Brian Byrd eds., The Church Embracing the Sufferers, 
Moving Forward: Centurial Vision for Post-disaster Japan: Ecumenical 



































































































 1） 第2回神学者会議：『総合研究所紀要』55号 , pp.73—158, 2013
 2） 学術講演会「教会と政治」：『総合研究所紀要』58号 , pp.237—254, 2014



































































　『総合研究所 Newsletter』Vol.23—3, p.47—49, 2013
2014年年度アクティブ・ラーニング研修会：
































































































































































 ̶̶ 出版の背景̶̶  田中　　佳
癒しを与える空間を後世に遺す
 ̶̶ オクタヴィア・ヒル著「Our Common Land」の翻訳 木村　美里
Ⅳ
Footprints of Interchurch Exchange between Korea and Japan: 
 With Special Reference to the Situation of the Two Countries from 1945






























 ̶̶ その「近代批判」と「近代超克」をめぐる一考察 村松　　晋
ラ・フォン・ド・サン＝ティエンヌ『考察』の研究（2）










































  　　̶̶ 132年前のニコライの旅を辿る 山口　陽一
 B 被曝地フクシマに立つ教会
  　　̶̶ マオ博士の講演に対する被災地からの応答 川上　直哉
 C 福島の放射能汚染の現状と課題 木田　惠嗣
 D 大震災と心のケア̶̶ 喪失と怒りへのケア 窪寺　俊之
 E 震災における教派・教会をこえた出会い 吉田久仁子
 F 3・11から学ぶキリスト者の災害応答 ジョナサン・ウィルソン
 G 被災地の子ども支援 米内　宏明
  子どもの心のゆくえ 平田　美保
 H 脱核の倫理の探求̶̶ 日独戦後史をめぐる一断想 福嶋　　揚
 I 弔いと宗教間協力̶̶ 「弔い」と震災後の展開について
  内陸部地震被災地域の牧師として 井形　英絵
 J 国民統合，自衛隊と教会 安藤　能成
 K 震災ボランティアにおける学生の意識 小川　　真

















 ̶̶ 「死にたい」と訴える学生のケースから 竹渕　香織
カッシーラーの芸術論
 ̶̶ 「シンボル形式」としての芸術の位置づけを巡って 齊藤　　伸
紀要56号別冊（70頁，2013年度）
隅谷三喜男先生召天10周年記念号
 経済学から社会科学へ̶̶ Moral Philosophyの復元へ
はしがき
【鼎談】






























Korean and Japanese Church Relations After 1945: 



















































































 ̶̶ 共同体における障がい者への配慮をめぐって̶̶  鬼頭　葉子
カッシーラーにおける文化哲学としての哲学的人間学の理念 
 ̶̶ シェーラーの人間学との比較的視点から̶̶  齊藤　　伸
ラインホールド・ニーバーの神話・象徴論













































































































Close Your Textbooks Justin Nightingale


































































  メイス みよ子
イラン・イスラム共和国への訪問
 ̶̶ 米国との関係改善を模索し始めた中東の大国 宮本　　悟
アクティブラーニングの導入に向けた一般的考察































 ̶̶ 聖学院アトランタ国際学校の取り組み 東　　仁美
「英語で教える英語授業」についての一考察 チェンバレン 暁子
ラーニングコモンズに関する一考察 鈴木　　幸























































 ̶̶ 「大学改革セミナー」の報告とともに 齊藤　　伸
古代文学と考古学の連携を探って 渡邊　正人
オクタヴィア・ヒルにおける思想的影響





















 第1回「北東アジア和解クリスチャン・フォーラム(Christian Forum for























Factors influencing English in Japan Mary Ann Regala Gutierrez
スザンヌK.ランガーの言語論における起源の問題















































 ̶̶ 参加型授業としてのキリスト降誕劇 佐野　正子
地理学についての一試論 飯島　康夫
英語発音指導の現状と課題 チェンバレン 暁子 
Technology In The Classroom（教室でテクノロジーを使う） Justin Nightingale














































Inculcating critical and analytical thinking among our students Mehran Sabet
コミュニケーションと英文法指導 小川　隆夫
「生きる力」と死の受容









 ̶̶ 児童学科における小学校教職課程での授業実践から　 川瀬　敏行
　「数をいろいろな方法で表す」（n進法）
 ̶̶ ユニバーサルデザイン授業の試み 齋藤　範雄
【研究ノート】
子どもの思いや願いを生かした授業づくり
 ̶̶ 生活科，国語科を中心に 市村　和子
キリスト教主義学校における学校行事（クリスマス・ページェント）を
　通じた自己形成について̶̶ 聖学院小学校卒業文集の分析を通じて
  小池　茂子
113総合研究所活動報告　Ⅱ 研究活動と研究成果公開
【教材発表】
地理学の発展史 飯島　康夫
　ピアノ初学者のための「音楽Ａ」演奏教材の開発
  山田　裕治・渋谷みどり・塚原　晴美・矢持真希子・阪　まどか
